




〔はじめに〕 

気管支喘息は呼気性呼吸困難を発作性に繰り返す上気道疾患であり,その原因は極めて複

雑なものがある。この病因は大略,遺伝素因によるもの,環境因子によるもの,心理反応によ

るものに大別される。実地の指導方針についてはさらに細分化された分野に基づくきめ細

かな指導体制が必要となろう。そこで本年は気管支喘息の生活指導に関する研究の初年度

として,分担研究者三河春樹の他研究協力者 9名を以って本班を構成し,分担を定めて気管

支喘息患児の病因,病型に関する基礎資料を集積することとした。次年度以降は本年の成果

を踏まえて調査研究,指導指針の具体的立案をはかる予定である。 


